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は じ め に  

下 仁 田 町 環 境 基 本 計 画 （以下「基本計画」といいます。）は 、平 成 19 年 度

か ら 平 成 28 年 度 ま で の 10 年 間 を 、 第 １ 次 計 画 と し て い ま す 。  

本 書 は 、 こ の 第 １ 次 基 本 計 画 の 最 終 年 次 （平成 28 年度）の 取 り 組 み 状 況

に つ い て 報 告 書 に ま と め た も の で す 。  

こ の 基 本 計 画 で は 10 年 間 の 内 に 行 う べ き 具 体 的 な 施 策 の 構 成 を 8 つ の

柱 と し て 、 そ れ ぞ れ の 計 画 に 目 標 と 達 成 の 目 安 を 定 め て お り 、 こ れ に 向

け た 取 り 組 み を 展 開 す る こ と と し て い ま す 。 （ 表 １ 参 照 ）  

▼

№ 計画の柱 計画の目標 達成のめやす

①水源のまちとして水環境の浄化 ・浄化槽設置整備事業の推進  50～100基／年
②良質な水道水源を保全する ・河川の水質は基準値を超えない
①優良林地を増やす ・放置状態にある山林を減らす
②農地の有効活用をはかる ・遊休農地を減らす

・貴重な動植物、および生育・生息地を指定する

①ごみ減量のための工夫をする ・美化活動を定例化する

②ごみの分別とリサイクルを
　進める

・生ごみ処理機を普及させる
・紙・容器包装プラスチックを分別対象とし、燃や
　すごみの資源化率を高める

①省エネルギーを進める ・冷房は28℃、暖房は20℃の設定を保つ

②省資源のための取組を進める ・町内全体で消費する電力を削減する

・マイバッグ運動を定着させる
①美しいまち並みを守るための取
　組を進める

・景観整備重点地区(仮称)を設定する。
  ※景観重点地区（屋敷・本宿）H23年指定

②美しい農村風景を守るための取
　組みを進める

・緑化コンクールを実施する

7 生活環境 ①公害のない町づくりを進める ・法規制の遵守を徹底する
①大人の環境に対する意識を高め
　る

②子どもの環境教育を進める

表１　８つの具体的施策

ごみの減量

省エネ・省資源

水環境

山林・農地

1

2

4

5

3 自然・生きもの
①自然や動植物の保全の仕組
　みをつくる

・環境に関するイベントを年１回開催する
・環境に関わる活動に、全町民・事業者・行政が何
　らかの形で参加する

8 環境への意識

6 景観

 

 
№ 1 水 環 境へ の 取組  

当 町 で は 定 期 的 に 河 川 水 質 を 監 視 す る 目 的 で 、平 成 2 8 年 度 も 例 年 ど お り

年 2 回 の 水 質 検 査 （ 表 2、 3 参 照 ） を 継 続 し ま し た 。  

夏 期 は 水 素 イ オ ン（ P H）、浮 遊 物 質 量（ S S）、生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量（ B O D）、

溶 存 酸 素 量 （ D O） に つ い て 、 全 地 点 で 環 境 基 準 値 を 満 た し ま し た 。  

大 腸 菌 群 数 は 、 ５ 地 点 と も 環 境 基 準

（ 1,000MPN/100ml）を 超 過 の 状 態 が 続 い て い ま す 。  

 ま た 、 冬 期 は 鏑 川 （ 八 千 代 橋 ） で 、 生 物 化 学 的

酸 素 要 求 量（ B O D）が 若 干 環 境 基 準 を 上 回 り ま し た

が 、 採 水 地 点 で 生 活 排 水 由 来 と 思 わ れ る 浮 遊 物 質

が 認 め ら れ 、 こ の 浮 遊 物 質 の 分 解 に 溶 存 酸 素 が 消

費 さ れ た と 考 え ら れ ま す 。  

冬 期 の 大 腸 菌 群 数 は 、 鏑川（不通橋・八千代橋）で

環 境 基 準 （ 1,000MPN/100ml）を 大 幅 に 上 回 り ま し た

が 、 そ の 他 の 地 点 で は 環 境 基 準 を 満 足 し ま し た 。  

大 腸 菌 群 数 で 最 も 高 か っ た の は 冬 期 の 八 千 代 橋 の 35,000MPN/100mlで あ り 、

昨 年 同 期 の 調 査 と 比 較 す る と 、 八 千 代 橋 と 不 通 橋 で 昨 年 よ り も 高 い 結 果 と

な り 、 夏 期 調 査 時 と 比 較 し て も こ の ２ 地 点 は 高 い 結 果 と な り ま し た 。  

一 方 、 他 の ３ 地 点 は 夏 期 よ り も 低 く 、 環 境 基 準 を 満 た し ま し た 。  

▲ 町 中 心 部 を 流 れ る 鏑 川  

（ 吉 崎 大 橋 よ り 撮 影 ）  
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な お 、夏 期 を 中 心 に 、大 腸 菌 群 数 が 多 く

の 地 点 で 環 境 基 準 値 を 上 回 っ て い る こ と

か ら 、当 町 以 外 の 状 況 を 調 べ た と こ ろ 、鏑

川 橋 下（ 鏑 川 ）で は 最 大 値 で 7 , 9 0 0（ M P N / 1 0 0

ｍ l） と な っ て お り 、 鏑 川 下 流 で は 数 値 が

低 く な っ て い ま し た 。ま た 、群 馬 大 橋 下（ 利

根 川 ） で も 最 大 値 で 7 , 9 0 0（ M P N / 1 0 0ｍ l）

と 鏑 川 よ り も 少 な い こ と か ら 、 水 量 も 原 因 の ひ と つ と 考 え ま す 。  

河 川 水 量 等 を 考 慮 し た 大 腸 菌 群 の 比 較 の 検 討 が 必 要 で す 。  

 

表 ２  河 川 水 質 調 査 結 果 （ 夏 期 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略称

項目 生物化学的酸素要求量

8.5以下
2mg/l以下 1,000MPN/100ml以下基準値

6.5以上
25mg/l以下

群馬県の生活環境に関する環境基準（鏑川＝Ａ類型）
PH SS BOD 大腸菌

大腸菌群数水素イオン濃度 浮遊物質量

DO

容存酸素量

7.5mg/l以上
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PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌
2005 8.2 1.9 0.9 13.0 7,900 7.8 5.4 2.0 13.0 240,000
2007 7.9 9.2 1.9 11.0 7,900 7.7 5.6 3.1 11.0 7,900
2008 7.8 2.3 0.5 12.3 4,600 7.8 5.4 2.7 11.7 2,600
2009 7.9 1.0 0.6 12.2 4,600 8.0 3.0 1.3 12.0 13,000
2010 7.8 1.0 0.5 12.0 17,000 7.6 2.0 1.0 12.0 49,000
2011 8.2 1.0 0.6 12.0 2,800 7.8 5.0 1.6 11.0 130,000
2012 8.1 1.0 1.1 12.0 13,000 7.9 5.0 2.6 12.0 170,000
2013 8.1 2.0 1.2 12.0 17,000 7.8 5.0 2.6 12.0 17,000
2014 8.0 1.0 1.1 13.0 1,700 7.9 6.0 2.7 12.0 1,700
2015 8.0 1未満 0.8 13.0 1,300 7.9 1未満 1.0 13.0 790
2016 7.9 2.0 0.8 13.0 13,000 7.9 4.0 2.7 13.0 35,000

PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌
2005 8.1 0.5 0.5 14.0 3,300 7.8 2.1 0.5 12.0 1,700
2007 7.8 0.9 0.6 11.0 3,300 7.8 6.3 0.7 11.0 790
2008 7.8 0.7 0.5 12.3 790 7.8 1.1 0.5 11.9 790
2009 8.0 1.0 0.5 12.9 700 7.8 1.0 0.5 12.1 330
2010 7.9 1.0 0.5 12.0 2,200 7.8 1.0 0.5 12.0 920
2011 8.0 1.0 0.5 12.0 3,300 7.8 1.0 0.5 11.0 490
2012 8.1 1.0 0.5 13.0 23 7.9 1.0 0.5 12.0 49
2013 8.0 1.0 0.7 12.0 33,000 7.8 1.0 0.6 11.0 1,700
2014 8.1 1.0 0.6 13.0 280 7.8 7.0 0.4 12.0 1,300
2015 8.0 1未満 0.5 14.0 110 7.8 1未満 0.5未満 13.0 240
2016 8.0 1未満 0.5未満 13.0 130 7.8 1未満 0.5 12.0 130

PH SS BOD DO 大腸菌
2005 8.2 1.4 0.8 13.0 3,300
2007 7.9 2.9 2.9 11.0 14,000
2008 7.9 1.5 0.7 11.7 3,300
2009 8.4 1.0 0.6 12.2 490
2010 8.1 1.0 1.3 11.0 11,000
2011 8.0 1.0 0.6 11.0 4,900
2012 8.5 1.0 0.7 12.0 33
2013 8.6 2.0 1.3 12.0 33,000
2014 8.4 1未満 1.8 13.0 2,400
2015 8.2 1未満 0.8 13.0 2,400
2016 8.1 1未満 0.5 13.0 490

調査年
南牧川　（長源寺橋）

　表３　河川水質調査結果（冬期）

調査年
鏑　川　（不通橋） 鏑　川　（八千代橋）

調査年 鏑　川　（安導寺） 鏑　川　（本宿）

 

 

図 1 で は 、市 街 地 付

近 を 流 れ る 八 千 代 橋

下 の 河 川 を 観 測 地 点

と し た 大 腸 菌 群 数 （ 冬

期 ） の 経 年 変 化 で す 。   

 残 念 な こ と に 、 環 境

基 準 で あ る 1,000MPN/100ml

以 下 を ク リ ア ー す る

年 度 は ほ と ん ど あ り

ま せ ん 。 年 度 で 大 幅 な

変 動 が あ り 特 定 で き

る 確 実 な 原 因 は 定 か

で は あ り ま せ ん が 、 汚

染 水 処 理 普 及 率 の 遅

れ も 要 因 の ひ と つ と

考 え ら れ ま す 。  

【図1】八千代橋における大腸菌群の推移（冬期）
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Ｂ Ｏ Ｄ 水 質 検 査  

生 物 化 学 的 酸 素 消 費 量 と も 呼 ば れ る 最 も 一 般 的 な 水 質 指 標 の ひ と つ  
水 の 中 の よ ご れ の 成 分 は 、 水 の 中 の 酸 素 を 吸 っ て 生 き て い る バ ク テ  

リ ア に よ っ て 分 解 さ れ 、 き れ い に な っ て い き ま す 。  
B O D と は 、バ ク テ リ ア が よ ご れ を 食 べ る 活 動 の た め に 使 っ た 水 の 中  

の 酸 素 の 量 で す 。 よ ご れ が 多 い と た く さ ん 酸 素 が 使 わ れ ま す 。  

 

図 2 か ら は 、 鏑 川 の 冬 期 の 汚 れ （ B 0 D /生 物 化 学 的 酵 素 要 求 量 ） の 比 較 で  

す が 、 上 流 部 に 比 べ 市 街 地 内 の 数 値 が 悪 い こ と が う か が え ま す 。  

こ れ も 図 1 と 同 様 に 、 自 然 環 境 に 由 来 す る 河 川 の 汚 れ に 加 え 、 各 家 庭 か

ら 排 出 さ れ る 生 活 雑 排 水 の 流 入 量 が 人 口 密 集 地 で 増 加 し 、 水 中 の 微 生 物 の

活 動 が 活 発 に な る こ と が そ の 要 因 の ひ と つ と 考 え ら れ ま す 。  

家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 雑 排 水 へ の 対

策 と し て 、 平 成 19 年 度 ま で は 合 併 浄 化 槽

設 置 者 に 補 助 金 と し て 交 付 し て い ま し た

が 、 平 成 2 0 年 度 か ら は 町 が 計 画 か ら 設 置

ま で を 一 貫 し て 行 う「 市 町 村 設 置 型 」に 転

換 し 、 合 併 浄 化 槽 へ の 推 進 を 進 め て い ま

す 。 し か し な が ら 平 成 2 5 年 度 は 、 3 9 基 、

平 成 2 6 年 度 は 2 8 基 、平 成 2 7 年 度 は 2 7 基 、

平 成 2 8 年 度 は 2 9 基 増 と 伸 び 悩 ん で お り 年

次 目 標 で あ る 50 基 /年 を 達 成 す る こ と は 出

来 ま せ ん で し た 。  

そ の 要 因 に は 、 過 疎 ・ 高 齢 化 、

核 家 族 化 に よ り 単 独 浄 化 槽 等 か ら

合 併 浄 化 槽 へ 転 換 の 停 滞 、 町 内 の

新 築 住 宅 建 設 の 伸 び 悩 み な ど が

上 げ ら れ 、 補 助 金 が 交 付 さ れ て

も 個 人 負 担 が 大 き い こ と 、 敷 地

条 件 等 に よ り 合 併 浄 化 槽 設 置 が

困 難 な こ と も 考 え ら れ ま す 。  

▲ 鏑 川 水 系 の 上 流 、 荒 船 湖 （ 道 平 川 ダ ム ）  
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「 水 環 境 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

こ の 「 合 併 浄 化 槽 」 は 、 し 尿 と 生 活 雑 排 水 （ 台 所 や 風 呂 、 洗 濯 水 な ど ）

を 同 時 に 処 理 し て き れ い な 水 を 放 流 す る 施 設 で 、 集 合 処 理 施 設 （ 下 水 道 や

農 業 集 落 排 水 施 設 な ど ） と く ら べ る と 遥 か に 小 さ い 施 設 で す が 、 そ の 能 力

は 同 等 と さ れ て い ま す 。  

し か し な が ら 、 当 町 は 「 単 独 浄 化 槽 」 が 主 流 で あ り 、 県 内 に も 約 1 8 万 3

千 基 が 稼 働 し て い ま す が 、 こ の 単 独 浄 化 槽 か ら 排 出 さ れ る 家 庭 排 水 は 合 併

浄 化 槽 の 8 倍 も の 汚 れ と し て 河 川 へ 流 れ 込 み 、 水 質 汚 濁 の 一 因 と な っ て い

ま す 。  

当 町 の 、 平 成 2 8 年 度 3 月 末 現 在 3, 3 4 6

世 帯 に 対 し 合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 基 数 は 8 0 9

基 （ 2 4 . 1 7 %） 、 単 独 処 理 浄 化 槽 設 置 基 数 は

1 , 4 7 1 基 （ 4 3 . 9 6 %） 、 そ の 他 は 1 , 0 6 6 世 帯

（ 3 1 . 8 6％ ） で す が 、 合 併 浄 化 槽 は 普 及 率

平 成 2 7 年 度 比 4 . 3 9 ポ イ ン ト 上 昇 の 結 果 で

し た 。  

こ れ を 県 内 3 5 市 町 村 の 汚 染 処 理 人 口 普

及 率 で 比 較 し た 場 合 、 平 成 2 8 年 度 で 3 3 . 1

％ と な り 、水 源 の 町 で あ る に も 関 わ ら ず 県

内 で 最 下 位 と な っ て い ま す 。特 に 、全 国 平

均 9 0 . 4％ 、 県 平 均 7 9 . 3％ と 高 い 数 値 と な

っ て お り 、当 町 は 平 均 を 大 き く 下 回 っ て い

ま す 。  

 

図 3 で は 世 帯 数 及 び 合 併 浄 化

槽 基 数 及 び 夏 期 の 八 千 代 橋 に

お け る BO D（ 生 物 化 学 的 酵 素 要

求 量 ） の 比 較 を 表 し た も の で

す 。全 て の 年 度 に お い て BO D は

環 境 基 準 （ 2ｍ g /以 下 ） を 下 回

り 安 定 し た 検 査 結 果 と な っ て

い る こ と が 分 か り ま す が 、良 質

な 水 道 水 源 の 確 保 の た め 、合 併

浄 化 槽 の 普 及 は 急 務 と な っ て

い ま す 。  

 

 

 

 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

水源の町として水環境の浄化 

を 進 め る  
合併浄化 槽設 置（50 基/年） 合 併 浄 化 槽 設 置 29 基 設 置 ×  

 

 

良 質 な水 道 水 源 を確 保 

 

河川の水質は基準値を超えない 

 

河 川 水 質 調 査 結 果 で「大 腸 菌 」が 

大 幅 に基 準 値 を超 えている 

 

×  

▲【図３】主な観測地点における BOD と町内浄化槽設置数設置数  

（世帯数：浄化槽数は各年度 9 月末現在） 
（BOD とは、生物化学的酸素要求量で環境基準値は 2mg/L 以下） 
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「 山 林 ・ 農 地 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

№ 2 山 林 ・農 地 への 取 り組 み  

 

1． 山 林  

幹 が 太 く 、 林 床 の 植 正 が 豊 か な 森 林 は 、 木

材 と し て の 利 用 だ け で な く 森 林 環 境 の 保 全 に

役 立 ち ま す 。  

こ の よ う な 森 林 を 造 成 す る た め に は 、 枝 葉

を 茂 ら せ 、十 分 な 光 合 成 活 動 を 維 持 す る 樹 木 を 育 て な け れ ば な り ま せ ん 。 

ま た 、 二 酸 化 炭 素 の 吸 収 源 対 策 と し て 、 森 林 整 備 を 確 実 に 進 め て い く

こ と が 重 要 で あ る こ と か ら 、 地 元 森 林 組 合 が 中 心 と な り 災 害 に 強 い 活 力

あ る 森 林 づ く り を 進 め て い ま す 。  

し か し な が ら 、 基 幹 産 業 で あ る 林 業 は 、 外 国 産 の 安 い 木 材 の 輸 入 等 の

影 響 で 低 迷 し 、 木 材 を 伐 採 し 販 売 し て も 伐 採 費 用 に し か な ら な い （ 利 益

が で な い ） と い う 状 況 が 長 年 続 い て い ま す 。  

特 に 、 最 近 の 住 宅 は 、 日 本 住 宅 建 築 （ 柱 を 見

せ 材 質 に こ だ わ る ） タ イ プ か ら 、 木 材 を 見 せ な

い （ 組 立 タ イ プ ） と な っ て お り 、 国 内 産 木 材 の

需 要 減 少 の 原 因 に な っ て い ま す 。  

ま た 、 優 良 林 地 を 増 や す た め 、 ヒ ノ キ の 植 林

を 行 っ て い ま す が 、 有 害 鳥 獣 （ イ ノ シ シ 等 ） の

被 害 を 受 け 、 そ の 対 策 に 苦 慮 し て い ま す 。  

 

 

2． 農 地  

下 仁 田 ネ ギ と 蒟 蒻 の 特 産 の イ メ ー ジ が 強 い 農 業 は 、 担 い 手 が 少 な く 、 長 年 基 幹

産 業 を 支 え て き た 高 齢 は 、 や む な く 農 業 を 廃 業 し な け れ ば な ら な い 状 況 が 懸 念 さ れ

て い ま す 。  

し か し な が ら 、 優 良 農 地 が 多 く 、 下 仁 田 ネ ギ の 生 産 拠 点 と な

っ て い る 馬 山 地 区 で は 、 全 盛 期 よ り も 栽 培 量 は 減 少 し て い る も

の の 、 下 仁 田 ネ ギ や 蒟 蒻 の 生 産 が 行 わ れ 、 農 業 景 観 が 保 た れ

て い ま す 。  

ま た 、 下 仁 田 ネ ギ 祭 な ど の イ ベ ン ト を 開 催 す る こ と で 、 農 家 の

活 力 を 維 持 し 、 今 後 も 歴 史 あ る 下 仁 田 ネ ギ と 蒟 蒻 を 中 心 と

し た 農 地 の 利 活 用 行 い 、 農 業 関 係 機 関 の 協 力 の も と 農 地

の 利 活 用 を 展 開 し て い き ま す 。  

 

 

 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

優 良 林 地  放置状態にある山林を減らす 
森 林 組 合 に よ り 安 定 し た 間 伐 が 

行 わ れ て い る  
×  

農 地 の有 効 活 用 を 図 る 遊 休 農 地 を減 らす 
高齢化や後継 者不足 、条件 の良い 

農 地 （町 外 ）へ出 耕 作 化 
×  

▲ブランド化で付加価値販売を展開する

下仁田ネギ。

▲計画的な森林整備による環境保全 
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「 自 然 ・ 生 き も の 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

 

№ 3 自 然 ・生 き もの へ の取 り 組み  

 野 生 生 物 を 取 り 巻 く 環 境 は 、 年 毎 の 気 候 や 他 の
生 物 の 繁 殖 状 況 、 開 発 や 管 理 放 棄 な ど 人 に よ る 土
地 利 用 の 変 化 、 急 激 な 過 剰 採 取 、 外 来 生 物 の 侵 入
な ど 様 々 な 要 因 か ら 影 響 を 受 け て お り 、 野 生 生 物
の 生 息 生 育 状 況 は 常 に 変 動 し て い ま す 。  
 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 を 保 護 す る た め に
は 、 そ の 実 態 を 知 る こ と が 不 可 欠 で す 。 常 に 変 動
す る 野 生 生 物 の 生 息 ・ 生 育 状 況 を 常 時 確 認 す る こ
と は 難 し い と し て も 、 定 期 的 な 調 査 に よ っ て 状 況
を 確 認 し 傾 向 を 把 握 し て お く 必 要 が あ り ま す 。  

当 町 で は 、 群 馬 県 発 刊 の レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 動 物 編 、 
植 物 編 【平成 24 年度（2012 年）改訂版】を 、自 然 環 境 と 野 生 動
植 物 を 守 る た め 、開 発 工 事 な ど の 際 に 配 慮 す べ き 重 要 な

指 標 と し て 活 用 し て い き ま す 。  
な お 、絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 動 植 物 の 種 の 保 存 に 関

す る 法 律 （平成 4 年法律第 75 号）に 基 づ く 国 内 希 少 野 生
動 植 物 種 は 13 4 種 が 指 定 さ れ て い ま す が 、県 内 に 生 息 ・
生 育 す る 種 は 12 種 と な っ て い ま す 。  
 図 4 - 1 は 、町 内 の 公 共 の 場 所 で 死 亡 し た 野 生 動 物（ 犬 、
猫 は 除 く ）の 回 収 数 を 示 し た も の で す 。国 道 25 4 号 の 交
通 量 の 増 加 等 に 伴 い 車 と 衝 突 す る 野 生 動 物 数 が 増 え て い ま す 。 ま た 、 そ
の 種 類 も タ ヌ キ や ハ ク ビ シ ン と い っ た 小 型 動 物 か
ら 、 シ カ 、 イ ノ シ シ と い っ た 大 型 動 物 が 増 え て お り 、
こ れ ら の 生 き 物 が 人 里 近 く へ 出 没 し て い る 様 子 が う か が え ま す 。  
 図 4 - 2 は ペ ッ ト と し て な じ み の 深 い 犬 ・ 猫 の 町 内 道 路 上 で の 交 通 事 故
等 に よ る 死 亡 数 の 推 移 で す が 、 一 時 下 仁 田 地 区 の 減 少 傾 向 が 認 め ら れ ま
し た が 、 馬 山 地 区 と 同 様 増 加 に 転 じ ま し た 。 そ の 他 の 地 区 は 一 定 の 件 数
で 推 移 し て い ま す 。  
 
 
 

 
 

 
 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

自 然 や動 植 物 の保 全 の仕 組 

み を つ く る  

貴 重 な動 植 物 および生 育 ・生 息 

地 を指 定 する 

群 馬 県 発 刊 のレッドデータブック 

を、配 慮 すべき重 要 な指 標 として 

活 用 し ま し た 。  

○  

▲ヒョウモンモドキ

▲カッコソウ
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№ 4 ご み の減 量 への 取 り組 み      

今 、 時 代 は 大 量 消 費 か ら エ コ

や リ サ イ ク ル の 時 代 へ と 変 化 し つ

つ あ り ま す 。 町 で は 平 成 1 2 年 度

か ら 、 ゴ ミ の 減 量 を 進 め る た め 生

ご み 処 理 機 を 購 入 し た 方 へ の 補

助 （ 本 体 価 格 の 1 / 2 で 最 大

2 5 , 0 0 0 円 ま で ） を 実 施 し て お り 、

平 成 2 8 年 度 も 継 続 実 施 し ま し

た （ 図 5 は 平 成 1 2 年 度 か ら 2 8

年 度 ま で の 設 置 状 況 ） 。  

生 ご み 処 理 機 は 、 生 ご み を 乾

燥 ・ 減 量 化 す る こ と で 、 家 庭 菜

園 等 の 肥 料 と し て 再 利 用 で き ま す 。 ま た 、 乾 燥 し て か ら 燃 え る ご み  

と し て 排 出 す る の で 、 燃 え や す く な る と い う メ リ ッ ト が あ り ま す 。  

な お 、 補 助 金 交 付 件 数 は 、 平 成 2 8 年 度 末 現 在 2 0 0 基 で 、 多 い 台 数 と は 言 え

ま せ ん が 、 重 要 な 取 り 組 み の ひ と つ と し て 、 今 後 も 推 進 し て い く 考 え で す 。  

 

図 6 は 、 地 区 や 団 体 が 行 な う

廃 品 回 収 （ 有 価 物 集 団 回 収 ）

に 対 す る 補 助 の 実 績 で す 。 こ の

集 団 回 収 は 、 ご み の 減 量 化 と 資

源 の 有 効 活 用 に 貢 献 し て い ま

す 。  

平 成 1 7 年 度 を ピ ー ク に 右 肩

下 が り と 近 年 は 微 減 を し て い ま す

が 、 こ れ は 少 子 化 、 人 口 の 減 少

に 起 因 す る 回 収 団 体 の 減 少 が

主 な 原 因 と 考 え ら れ ま す 。  

中 で も 平 成 1 8 年 度 に 大 幅 に 減 少 し て い ま す が 、 こ れ は 予 算 の 都 合 上 、 学 校 に

対 し て の み 補 助 金 を 交 付 し た た め に 回 収 量 が 大 幅 に 減 少 と な り ま し た 。 平 成 1 9 年

度 以 降 は 、 補 助 単 価 の 減 額 （ 8 円 → 5 円 ／ ㎏ ） は し た も の の 制 度 と し て は 復 活 し て

い ま す 。 し か し 、 一 度 回 収 し な く な っ た た め 、 そ の ま ま 再 開 し な い 団 体 も あ り 、 回 収 団

体 数 ・ 回 収 量 と も 平 成 1 7 年 度 並 み ま で に 回 復 せ ず 、 減 少 を 続 け て い ま し た 。  

さ ら に 平 成 2 4 年 度 に は 、 小 学 校 4 校 が 統 合 さ れ 1 校 に な っ た た め 各 小 学 校

P T A が 中 心 と な っ て 実 施 し て い た 集 団 回 収 活 動 が 無 く な り 、 回 収 量 が 大 幅 に 減 少

し ま し た 。  

 

 

★ Ｈ 3 0 . 2 . 2 （ 金 ） P M 8 ： 5 0 こ こ ま で  

【図5】生ごみ処理機の補助数

【図6】有価物集団回収の推移
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平 成 2 8 年 度 の 回 収 量 は や や

増 加 と な り ま し た が 、 団 体 数 も 3

件 の 増 加 の ２ ７ 件 と な り 、 資 源 リ

サ イ ク ル 活 動 の 一 つ と し て Ｐ Ｒ し 、

有 価 物 回 収 団 体 を支 援 しました。 

図 ７ は 「 ご み 排 出 量 状 況 」 の

状 況 で す 。 こ の 図 か ら は 、 ご み 排

出 総 量 が や や 減 少 傾 向 に あ る こ

と が 伺 え ま す が 、 こ れ は 人 口 減 少

に 伴 う も の と 考 え ら れ ま す 。  

ま た 、 直 接 搬 入 ご み が 平 成 2 4

年 度 （ 3 6 6 ｔ ） に 比 べ 平 成 2 5 年 度 （ 5 0 5 t ） 、  

平 成 2 6 年 度 （ 5 1 8 t ） と 増 加 し て い ま す が 、 平 成 2 4 年 度 に 行 わ れ た 焼 却 炉 の 改 修

工 事 に よ り 、 半 年 間 利 用 で き な か っ た こ と が 要 因 で す 。  

 な お 、 直 接 ご み を 焼 却 場 に 搬 入 し た 場 合 、 個 人 及 び 事 業 者 に 限 ら ず 有 料 （ 1 ㎏

2 0 円 ／ 1 ヵ 月 2 0 0 ㎏ 超 え た 場 合 ） と し て 扱 う 一 方 、 ご み ス テ ー シ ョ ン 収 集 で は 原 材

料 費 高 騰 に よ る 仕 入 れ 価 格 上 昇 に か か わ ら ず 、 1 5 年 間 据 え 置 か れ た 町 指 定 ご み

袋 販 売 価 格 を 平 成 2 8 年 4 月 か ら 値 上 げ （ 可 燃 ご み 袋 4 5 L ／ 1 枚 2 5 円 を 3 0 円

な ど ） を 行 い ご み 収 集 ・ 処 理 経 費 と の バ ラ ン ス を 考 慮 し 実 施 し て い ま す 。  

 

 

 

 

図 8 は 「 ご み の 処 理 別 量 の

推 移 」 で す 。 人 口 減 少 に 伴 い 

処 理 量 は 年 々 減 少 し て い ま す  

が 、 新 聞 紙 な ど 資 源 ご み と し 

分 別 を 徹 底 す る な ど 、 資 源 化 

量 を 増 や し て 、 焼 却 す る ご み 

の 量 を 減 ら す 努 力 が 求 め ら れ 

ま す 。  

 

 

 

▲直接搬入ごみについては、計測機で測定し、

　毎月の総重量（200㎏以上）に応じ支払を

　請求しています　（写真：下仁田町清掃センター）

▲新聞紙等の資源リサイクルを行い、

　焼却量の減少を進めています

▲ペットボトルも分別され、リサイクル業者

　へ引き渡します
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「 ご み の 減 量 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

 

図 9 は 「 一 人 一 日 あ た り

の ご み 排 出 量 」 の 推 移 で す 。

平 成 2 8 年 度 で は 一 人 一 日 あ

た り の ご み 排 出 量 は 7 3 2 ｇ と な

っ て い ま す 。  

町 民 1 人 が 毎 日 1 0 g の ご

み を 減 ら す こ と が で き れ ば 、 町

全 体 で 年 間 約 3 0 ｔ も の ご み を

減 ら す こ と が 可 能 で す 。 ま た 、

当 町 の ご み 処 理 経 費 は 1 年

間 で 8 1 , 3 2 3 千 円 （ 処 理 及 び

維 持 管 理 費 の み ／ 町 民 1 人

あ た り 約 1 0 , 2 4 9 円 ） と な っ て い

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

ご み 減 量 の た め の 工 夫 

美 化 運 動 を 定 例 化 す る 

廃 品 回 収 （古 紙 、布 、ビン、缶 等 ） 

を実 施 していただいた、団 体 に、 

助 成 金 を交 付 し、ごみ減 量 化 を 

推 進 → 平 成 2 8 年 度 実 績 ／ 

推述べ２４団体、換算回収量 113t、 

助 成 金 額 570 千 円 ） 

○  

生 ごみ処 理 機 を普 及 させる 

H 2 8 年 度 補 助 ３ 件 

（ H 2 8 年 度 時 点 で の 補 助 対 象 

台 数 ： 2 0 0 台 ） 

○  

ごみの分別とリサイクルを進める 

紙 ・容 器 包 装 プラスチックを分 別 

対象とし、燃やすごみの資源化率を 

高 め る  

紙 、容 器 包 装 プ ラスチッ ク は「 燃 

え る ご み 」 と し て 焼 却 さ れ て お り 、 

資 源 化 がはかれていないが、町 民 

・民 間 企 業 の協 力 と、ごみ処 理 の 

窓口となる甘楽 西部環境 衛生 施 設 

組 合 と 、 費 用 対 効 果 を 見 な が ら 

検 討 を 行 っ た 。  

○  
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「 省 エ ネ ・ 省 資 源 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

№ 5 省 エ ネ・ 省 資源 へ の取 り 組み  

地 球 温 暖 化 防 止 の 普 及 啓 発 を 図 り 、 身 近 で 成 果 が 実 感 し や す い 温 暖 化

防 止 に 向 け た 行 動 を 役 場 庁 舎 、 保 健 セ ン タ ー 、 甘 楽 西 部 環 境 衛 生 施 設 組

合 、 厚 生 病 院 な ど で 取 り 組 み ま し た 。  

 表 4 - 1 の エ ネ ル ギ ー 調 査 結 果 は 、 本 町 が 地 球 温 暖 化 防 止 の 取 り 組 み を 開 始 し

た 平 成 2 3 年 度 及 び 平 成 2 8 年 度 の 燃 料 使 用 量 、 電 気 使 用 量 、 自 動 車 走 行 量

等 消 費 量 を 比 較 し た も の で す 。  
 

こ の 結 果 、

こ の ５ 年 間 で  

施 設 設 備 の

統 廃 合 、 改

修 や 空 調 の

温 度 設 定 等

の 取 り 組 み の

推 進 に よ り 、

使 用 量 が 全

体 と し て 減 少

し て き ま し た 。  

 

 

表 4 - 2 で

は 、 エ ネ ル ギ

ー 消 費 排 出

に よ る 温 暖 化

ガ ス で あ る

C O 2 の 排 出

量 を 算 出 し

比 較 し た も の

で す 。  

 

今 後 も 、 節 電 ・ 節 水 に 努 め る 他 、 庁 用 車 等 に つ い て も や さ し い 車 の 運 転 や 不 要

な ア イ ド リ ン グ 防 止 に 心 が け て ま い り ま す 。  

ま た 、 省 資 源 の た め の 取 組 み と し て 、 町 民 の 皆 様 の ご 協 力 に よ り 、 マ イ バ ッ ク 運 動

な ど の 定 着 が 進 み 、 レ ジ 袋 削 減 や 簡 易 包 装 な ど 、 環 境 に や さ し い 買 い 物 ス タ イ ル が

確 実 に 進 ん で い ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

省 エ ネ ル ギ ー を 進 め る 
冷 房 は 28℃、暖 房 は 20℃ 

の 設 定 を 保 つ  

公 共 施 設 に お け る 室 内 温 度 の 

調 整 等 を 実 施 
○  

省 資 源 のための取 組 を進 める 

町内全体で消費する電力を削減 

福 島 第 一 原 発 事 故 以 来 、原 子 力 

発 電 所 の停 止 等 により、節 電 が 

見 直 さ れ て い る 。  

○  

マイバッ グ運 動 を定 着 
主 婦 層 に マ イ バ ッ グ の 定 着 化 

が 進 ん で い る 。 
○  
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「 景 観 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

№ 6 景 観 への 取 り組 み  
 

景 観 は 、 地 域 の 自 然 、 歴 史 、 文 化 や 日 常 の 様 々

な 活 動 の 結 果 と し て 形 成 さ れ る も の で す 。  

そ の た め 良 好 な 景 観 を 形 成 す る た め に 、 私 た ち が

景 観 を 創 造 し 育 成 す る 取 り 組 み が 重 要 で す 。  

こ の こ と か ら 、 当 町 で は 平 成 2 4 年 1 月 景 観 条 例

を 施 行 し 、 景 観 行 政 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

ま た 、 景 観 を 創 り 観 光 資 源 と し て も 活 用 す る 取 り 組 み と し て 、 下 仁 田 イ ン タ ー チ ェ

ン ジ 付 近 に ア ジ サ イ 園 を 開 設 、 地 元 の 「 ア ジ サ イ の 会 」 が 管 理 運 営 を 行 っ て い ま す 。  

今 後 も 、 皆 が 親 し み の 持 て る 良 好 な 景 観 を 創 造 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。  

【 空 家 ・ 空 き 地 対 策 】  

近 年 で は 高 齢 化 等 に よ る 空 家 ・ 空 き 地 問 題 が 全 国 的 に 懸 念 さ て い ま す 。  

当 町 で は 、 環 境 美 化 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 、 地 域 に お け る 空 き 地 の 雑 草 繁 茂

や 崩 壊 危 険 空 き 家 対 応 を 地 元 及 び 所 有 者 の ご 協 力 を い た だ き 行 っ て き ま し た が 、

平成 27 年 5 月、 国 の 「 空 家 対 策 の 特 措 法 推 進 に 関 す る 法 律 」 が 完 全 施 行 さ れ た の

を 契 機 に 翌 28 年 7 月、 「下 仁 田 町 空 家 等 対 策 の推 進 に関 する条 例 」施 行 と 併 せ て

空 家 等 協 議 会 設 置 、 翌 29 年 3 月に は  27 年 度 地 域 創 生 課 で 行 っ た 空 家 調 査 の

結 果 を 参 考 に 、 平 成 2 9 ～ 3 2 年 度 を 計 画 期 間 と し た 「 下 仁 田 町 空 家 等 対 策 計 画 」

が 策 定 さ れ 、 特 定 空 家 の 除 却 な ど 町 の 総 合 的 な 空 家 対 策 の 目 標 が 設 定 さ れ ま し た 。 

な お 、 こ の 計 画 で は 空 家 バ ン ク な ど の 「 利 活 用 関 連 」 は 地 域 創 生 課 、 特 定 空 家

な ど 「 老 朽 空 家 の 除 却 関 連 」 は 保 健 環 境 課 が 担 当 し 、 連 携 を と り 推 進 し て い ま す 。  

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

美 しいまち並 みを守 るための 

取 組 を 進 める 
景 観 整 備 重 点 地 区 を設 置 する 

下 仁 田 町 景 観 条 例 を平 成 24 年 

１ 月 １ 日 か ら 施 行 し 町 の 良 好 な 

景 観 を 次 世 代 に 引 き 継 ぐ こ と を 

目 的 と し て い ま す 。  

○  

美 しい農 村 風 景 を守 るための 

取 組 を 進 める 
緑 化 コントロールを実 施 する 

景 観 に や さ し い 草 や 木 を 植 え る 

ことで美 しい農 村 風 景 を守 る取 組 

を 実 施 。 （ 例 ： 下 仁 田 イ ン タ ー 

チ ェ ン ジ 付 近 に ア ジ サ イ を 植 え 、 

観 光 資 源 として活 用 している） 

○  

▲下仁田インターチェンジ付近に咲くアジサイ

→

▲親 族 が 適 正 管 理 の た め 解 体  ▲下 仁 田 駅 周 辺 の 空 家  ▲西 野 牧 地 内 の 特 定 空 家  
（ 屋 根 材 や 壁 材 飛 散 の 恐 れ ）  
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「 環 境 へ の 意 識 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

№ 7 生 活 環境 へ の取 り 組み  
 図 1 0 は 、 平 成 1 5 年 度 か ら 実 施 し て い る ポ イ 捨 て や 不 法 投 棄 に 伴 う 「 環 境 美 化

パトロールの実績（出勤日数、回収量）」です。 

こ の 美 化 パ ト ロ ー ル は 、 シ ル バ ー 人 材

（ 下 仁 田 町 社 会 福 祉 協 議 会 ） に 委 託

し 、 通 年 （ 週 2 回 ） 実 施 し て お り 、 主 に 群

馬 県 と長 野 県 境 界 に あ る国 道 254 号 内 山

バ イ パ ス の 清 掃 活 動 が 中 心 と な り ま す 。  

平 成 28 年 度 の年 間 回 収 量 は 5,610Kg

と 前 年 に 比 べ 2 2 0 k g の 増 加 と な り ま し た 。  

こ の よ う な ポ イ 捨 て や 不 法 投 棄 は 、 下

仁 田 町 環 境 美 化 に 関 す る 条 例 に 基 づ

き 、 富 岡 警 察 署 下 仁 田 分 署 と 連 携 し 、

証 拠 品 な ど か ら 投 棄 し た 者 を 特 定 し 検

挙 し て お り 、 今 後 も 不 法 投 棄 を 許 さ な い

体 制 づ く り を 強 化 し て い き ま す 。  

 図 1 1 は 「 公 害 苦 情 発 生 件 数 」 で す 。  

 苦 情 内 容 は 、 騒音 1 件不法投棄 18 件、 

空 地 雑 草 繁 茂 6 件と な り ま し た 。 引 き 続 き

広 報 に よ る 啓 発 や 不 法 投 棄 禁 止 看 板 の

設 置 な ど に よ り 、 防 止 に 努 め ま す 。  

 空地空家については、平成 28 年 7 月に 空 家 等 

対 策 の推 進 に関 する条 例 を制 定 し、所 有 者

らによる適 正 管 理 のご理 解 を求 めています。 
平 成 ２ ５ 年 度 に は 、 国 道 2 5 4 号 内 山 バ イ パ ス （ 1 2

号 橋 下 ） で 大 規 模 な 不 法 投 棄 を 群 馬 県 と 当 町 で

撤 去 し た と こ ろ で す が 、 平 成 ２ ６ 年 度 以 降 も 件 数 が

増 加 傾 向 に あ り 、 国 道 旧 道 、 山 間 部 林 道 、 市 街 部

で も 倉 庫 裏 な ど 、 人 目 に つ か な い と こ ろ で の 事 案 が

目 立 ち ま す 。 現 場 に は 電 化 製 品 、 古 タ イ ヤ 、 生 活 ご

み な ど が 錯 乱 し 環 境 景 観 を 損 ね 、 動 植 物 の 生 態 系

を 乱 し て い ま す 。  

警 告 看 板 設 置 の ほ か 、 監 視 カ メ ラ 設 置 の 検 討 

を 行 う と 同 時 に 、 群 馬 県 ・ 警 察 ・ 地 域 と 連 携 し た

対 応 を 取 り 、 警 戒 を 強 め て い ま す 。  

 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

公 害 の な い 町 づ く り

を 進 め る  

法 規 制 の 厳 守 を

徹 底 す る  

野 焼 きによる通 報 ・苦 情 の対 応 として現 場 確 認 後 、 

原 因 者 へ野 焼 きは環 境 汚 染 や火 災 の危 険 性 がある 

ので行 わないよう口 頭 で注 意 を行 い、近 隣 住 民 に 

に 対 し て 迷 惑 な の で 、 今 後 も 野 焼 き は 行 わ な い 

よ う 指 導 を 徹 底 し 、 ご 理 解 を い た だ き ま し た 。 

また、不 法 投 棄 対 策 として平 成 28 年 度 もシルバー  

人 材 に よ る 道 路 パ ト ロ ー ル を 述 べ 9 8 日 実 施 し 、 

5 , 6 1 0 k g （ 前 年 + 2 2 0 k g ） の 廃 棄 物 を 回 収 し 、 

環 境 美 化 と 不 法 投 棄 の 抑 止 に 努 め ま し た 。 

○  

【図11】公害苦情発生件数

【図10】環境美化パトロールの実績

▲ 県道 193 号下仁田小幡線（蒔田地内）  

 の 不 法 投 棄 【 廃 棄 者 不 明 】  

（平成 28 年 4 月 12 日撮影） 
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「 環 境 へ の 意 識 」 計 画 目 標  →  取 組 状 況  

№ 8 環 境 への 意 識  

 N H K が 実 施 し た 調 査 （2011 年「放送研究と調査」） 
で は 、 国 民 の 環 境 へ の 意 識 が 高 く 「 電 気 や ガ ス を
こ ま め に 消 す 」 「 ゴ ミ を 減 ら す 」 「 資 源 ご み の 回 収 に
協 力 す る 」 な ど 個 人 レ ベ ル で の 取 り 組 み は 行 え る
ものの、「今 の生 活 水 準 を落 とす」など個 人 負 担 を伴 う
行 動 に は 限 界 を 感 じ て い る 様 子 が 伺 え ま す 。  
 2 0 1 5 年 ( H 2 7 . 9 ) 国 連 総 会 で S D G s （ 持 続 可 能 な 
開発目標）と し て 、 地 球 環 境 を 保 全 し 将 来 の 世 代 ま
で持続可能な社会実現のため、向こう 15 年間で 17 の目標
と そ れ ら に 付 随 す る 169 の項 目が 採 択 さ れ ま し た 。  
 ま た 、 2 0 1 3 年 （ H 2 5 . 9 ） I P C C （気候変動に関する政府間パネル）
第 ５ 次 報 告 の 地 球 気 温 上 昇 に よ る 海 面 上 昇 の 将 来
予 測 を 受 け 、 2015 年（H27.12）パ リ で 開 催 さ れ た C O P 2 1 （気候変動枠組条約国際会議）で は 、  
各 国 に温 室 効 果 ガス削 減 の数 値 目 標 の作 成 、及 び国 内 対 策 の義 務が 課 せ ら れ ま し た 。  
 し か し な が ら 、 目 標 の 達 成 は 義 務 と さ れ ま せ ん で し た 。  
 
● 大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済  

平 成 2 4 年 度 に 環 境 省 が 実 施 し た 調 査 で 、 「 こ れ ま で の 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費
型 の 経 済 に 対 す る 意 識 」 を 調 べ た と こ ろ 、 「 変 え て い く 必 要 が あ る 」 「 ど ち ら か と 言
え ば 変 え て い く 必 要 が あ る 」 と 回 答 し た 人 の 割 合 が 約 8 0 ％ で し た 。  

「 循 環 型 社 会 の 構 築 」 、 「 持 続 可 能 な 社 会 」 を キ ー ワ ー ド に 、 こ れ ま で の 大 量
生 産 ・ 大 量 消 費 型 の 経 済 を 見 直 そ う と す る 動 き が 広 が り つ つ あ り ま す 。  

 
● 各 種 検 査 の 実 施 と 公 表  

当 町 では、安 心 ・安 全 な生 活 環 境 が保 てるよう、国 の法 令 やガイドラインに基 づき 
以 下 の 検 査 を 行 い 、 そ の 結 果 を 町 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 公 表 し て お り ま す 。 

 
● 将 来 世 代 に 残 し た い 社 会  

当 町 で は 、 平 成 2 5 年 度 よ り 、 「 ふ る さ と 下 仁 田 応 援 寄 附 金 （ ふ る さ と 納 税 ） 」  
と し て 町 外 ・ 県 外 か ら の 多 く の 方 々 か ら 、 下 仁 田 町 の 将 来 の 発 展 を 経 済 的 に  
応 援 す る 意 向 の あ る 方 々 か ら 、 多 額 の 寄 付 金 を い た だ い て お り ま す 。  
 こ の 応 援 金 の 活 用 メ ニ ュ ー と し て 希 望 さ れ る 項 目 で 、 「 少 子 高 齢 化 対 策 」 に
次 い で ２ 番 目 に 「 環 境 保 全 事 業 」 が 上 げ ら れ て い る こ と か ら 、 町 外 に 住 ん で い て
も 下 仁 田 町 に 将 来 世 代 の た め 環 境 を 守 り 、 良 好 な 環 境 が 保 全 さ れ て い る 社 会
を 残 し て も ら い た い と 望 ん で い る こ と が 伺 え ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

発 生 場 所  検 査 内 容  発 生 原 因 等  検 査 方 法  公 表 方 法  担 当 課 等  

清 掃 セ ン タ ー  ダ イ オ キ シ ン 類 可燃ごみの焼却 排 ガ ス 採 取 町 ホームページ 

甘楽西部環境衛生施設組合 ク リ ー ン ポ ケ ッ ト  
（一般廃棄物最終処分場） 

ダ イ オ キ シ ン 類 焼 却 灰 埋 立  放 流水水質検査 町 ホームページ 

仮 置 場  
放 射 性 セシウム 
（除 染 土 壌 ） 

原子力発電所事故 
( H 2 3 . 3 . 1 1 )  

空 間 線 量 測 定 
町 ホームページ 
（該 当 地 区 掲 示 板 ） 

町 保 健 環 境 課 

水 道 水  水質基準 51 項目 

（原 水 ・浄 水 ） 
水 源 水 質 等  水 道 法 に準 拠 町 役 場 情 報  

コ ー ナ ー  
町 建 設 ガス水 道 課 

計 画 目 標  達 成 目 標  平 成 2 8 年 度 結 果  判 定  

大人の環境に対する意識を 

高 め る  

環 境 に関 するイベントを年 １回 

開 催 す る  

各 地 域 にて道 路 愛 護 清 掃 を実 施 し、 

環 境 美 化 にご協 力 とご理 解 をいただ

き ま し た 。  

○  

 

子どもの環境教 育を進める 
環境に関する活 動に、全町 民 

・事 業 者 ・行 政 が何 らか の形

で参 集 する。 

環 境 （地 質 、植 物 等 ）に触 れる観 察 会 

を、下 仁 田 自 然 学 校 の主 催 で実 施 。 

平 成 25 年 度 から「下 仁 田 学 習 」として 

ジオパークについて授 業 を行 うなど、 

子 どもの 環 境 教 育 を 進 め ま した 。 

○  

▲ 春 の 訪 れ を 待 つ 桜 の 枝  

（ 荒 船 湖 畔 ）  
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平 成 3 0 年 3 月 現 在  

下 仁 田 町 環 境 審 議 会 委 員 名 簿  

No.  所 属  氏 名  

１  会 長 下 仁 田 自 然 学 校 （ 校 長 ）  真 野  勝 友 

２  副 会 長 下 仁 田 町 議 会 （社会経済常任委員長） 木 暮  弘 元 

３  委 員 下 仁 田 町 議 会 （社 会 経 済 常 任 副 委 員 長 ） 永 井  正 之 

４  委 員 下 仁 田 町 観 光 協 会 （ 理 事 ）  新 井   渉 

５  委 員 下 仁 田 町 商 工 会 （ 理 事 ）  佐 藤  憲 一 

６  委 員 甘 楽 富 岡 農 業 協 同 組 合 （ 理 事 ）  神 戸  幸 作 

７  委 員 下 仁 田 町 森 林 組 合 （ 組 合 長 ）  須 賀  芳 明 

８  委 員 下 仁 田 町 蒟 蒻 組 合 （ 理 事 長 ）  小 林   徹 

９  委 員 下 仁 田 町 校 長 会 （ 下 仁 田 中 学 校 長 ）  土 屋  勇 

 

 

事 務 局  

下 仁 田 町 保 健 環 境 課 長  猪 野  馨 

下 仁 田 町 保 健 環 境 課 課 長 補 佐 （環境係長） 佐 藤  茂 治 

下 仁 田 町 保 健 環 境 課 環 境 係 係 長  鈴 木  英 男 

下 仁 田 町 保 健 環 境 課 環 境 係 係 長 代 理  永 井  賢 
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